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１ 研究のねらい 

自分自身の価値観を大切にしながら、持続可 

能な社会に向けて、責任ある判断をし、選択・ 

実行する力、生活を工夫する力をつけるために、 

学校・家庭・地域を結び付けた学習活動の研究 

を進めてきた。 

 

 

 

 

２ 研究の内容 

ア 身近なものを用いて、学校・家庭・地域を             イ 生徒が自ら判断できる場面設定から、 

結び付けた学習活動の工夫             気付きに結び付けた学習内容の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究のまとめ 

 

 

 

 

 

 

学習計画 

目指す生徒像 

多面的・多角的な視点で物事を見つめ、 

消費者としてよりよい行動がとれる生徒 

＜成果＞生徒に身近な自転車や制服・体操服などを用いたことで、学校・家庭・地域のことも結び付けた学

習活動にすることができた。また、自分ごととして考えやすく、課題に主体的に取り組むことができ、自らの生

活を工夫し、地域社会の未来も見据えた学習につながった。 

＜課題＞持続可能な消費生活を目指して、継続的に実践できる学習内容の検討や消費者としての自覚を高

める学習活動の工夫が必要である。 

学びを生かし、よりよい社会を構築するための実践力の育成 
～学校・家庭・地域がつながる持続可能な消費生活を目指して～ 


